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（2）　副睾丸頭部 に 於 け る 副 睾丸 小 答の 上 皮細 胞は ，
5− 7月 に は SC著 tt分泌活動を示 し， そ の 緬胞質中

に 多量の 分潛頴粒 を含む。
8

，
9月 に は そ の 活動 が

一時 お と ろ へ る が ，10
，
11月 に は 再 び活動的 とな る 。 冬

期 に 於 け る 翻睾丸 の 厭態は未だ知 る を得 な い o

（3） 幼若堆 に 於 て は ， 上 記 諸 部 は 全 く不 活動的 で
， 分 温 物 を含 ま な い 。

（4）　4− 6月 に 生 殖腺 を剔 出 し
，
15− 75口後 に 檢 す るに ，堆 に 於 て は ，

こ れ等諸部分 の 分泌活動 は 衣第

に va失 し ， 約 40　B後 r．は 各ss共全 く分 泌 穎粒 を 訣 く 1こ至 ”，賢小 管 の 構 造 は 次 第 に 雌の 夫 に 類 似 し て 來

る o 雌 に 於 て は ，之 に 反 し ， 何等 の 變化 も示 さ な い o

（5） 睾丸 を翔 出 す る と 同 時 に そ の 小 片 を移 植 した 雄に 於 て は ， 賢小管及 び 副睾丸tc於 け る 分 泌 活 動 は

55− 64日後 に 於 て もな ぼ維持 せ られ て ゐ る。 但 し そ の 活動 程度 は 時 に 不 完 全 な事 もあ る 。 移植睾丸 片 に

於 て は ， 造精 小 管 中 に 造精作用保持せ られ ， 精 子 を も含 む 事 もあ る が，一
般 に 種 々 の 程 度の 退行璽 性 を

示 す 。 閘細胞は い つ れ の 場合 に も著 し く肥 厚 す る 。
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北　千 　島　生　物 　相

（北 干 島 學 術 調 査 隙 報 告 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日 本 生 物 地 理 學 會 發 行

繕 は 曩 に 日夲生 櫨 理 學 會 か らe 行 せ らnk 「小 笠 原 島生 物欄 「紅 頭嶼生 物相」 と同氛 躰 生 物

地 理 學 會會報（第 4 卷 ， 第 1−4 號 ， 昭 和 8 年 10−9 年 2 月 〕に 登 載 せ ら れ た論丈 の 合輯で あ る 。 唯 2書 と

稍趣 を 異に す る こ と は ， 本書が 昭 和 6 年夏 ，北千島幌筵・占守 祠 輯度 3 島 を踏 査 し た 、所 謂 「北 千 島學 術

調 査 除 」の 生 物 に 關 す る 研 究 報告 を な し て ゐ る點 で ， 卷頭 tcこ の 調査の 後援者大 阪毎 H ・東 京 日 々 雨新聞

社取締役會 長 岡 實 ， 大蔽 毎 日西村眞琴雨博士 の 序文，竝 に こ の 調査 計 畫 者 の 1 人 岡 田彌一鄭搏士 の 緒言

を 添 へ て あ る 。 藷 者 の 今 1 人 矢部碵 吉博 士 ti　t の 報告 の tw｝c 出 る の を見ずに 長逝せ られ た 。

　本書を 手 に して 先第
一

に 感嘆 す る の は
， 如reFC多數 の 生 物 が こ の 調査 隊 に よ つ て 齎 さ れ た か と v ふ こ

と で あ る 。 幌筵島に 上 waして よ η 該鴕 離 れ る まで 謹 か 4帽 あ ま 物 短 翩 の 跡 こ，海 陸河 湖繝 は

ず あ らゆ 場 所 か ら， 廣 働 植物 （ 互 つ て か くも 豊富媛 鞭 蒐め ， N 生 態景鯉 を示 す に 必 要 な多數 の

寫眞 を撮影 し得 た こ と は ，該調 査 除員木場
一夫 ・岡 田喜一・長 谷川傳次郎 3 氏 の 努力 の 如何 1’こ並 々 な らね

も の で あ つ た か を物語 る もの で あ る e 酉村博 士 の 言 の 如 く， 天 遲 は 兎に 角 と す る も ， 眞 に そ の 人 を得 た

と 言 ふ べ き で あ ら う 。 第二 に 本 書 を見 て 感謝す べ き こ と は ， か や う tc し て 苦心 蒐集せ られ た 貴重 な 賓料

を速 か に 精査 醗究 L て 報 文pcee め ，
こ の 調 査 釁 の 活 動 を眞 に 意義あ ら しめ ，且 光彩 を放 た しめ た 各專門

権威者 の 協力で あ る。 從來麟 諸國 が探踰縁 蘇 究 購 繊 遣 した 場 合 ＋C は ，そ 礪 し たU 料 は 必 r 專yfi

家 の 分鐙研 究 に 委 ね，そ の 結果は 邃 衣 出 版す る の を常 と し て ゐ る
。 衝が 本邦 で は が や う な方法 の 行 は れ

た もの 眦 紬 尠 か つ た の で ある が ， 近年各蠣 の 殆 ど總 て Pこ互 つ て 聯 學者 の 手1・・ よつ 研 究 し鄒
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朽 に 妙 轄 の や う孀 つ た 儲 書酬 版 を見 ・ や う… ts・b ・ の 峨 啾 旅 城 な ・’・ 蓋 し繝

間 嘱 嬲 の 縮 と し て は ， そ 納 容皖 胤 て ゐ 礁 で 劃靹 の もの と 言 つ て sta言 で な カ’ら う ・ 紹

介都 拠 謹 蹤 つ た ・氏 の 艘 と，蒐集伽 徽 紛 搬 狆 焔 醐 家 の 勞 と・甦 こ の 有鱇

な 蹶 を齢 せ らt、kH 本生 槻 理 學 會 の 美魁 瞰 意 籔 し，耕 鋤 地 皹 上 の ・ の 籠 敏 齢

普 く世 に 推奬 し た い と思ふ o

北 千 島諸島は本邦鬮 の 最撮 東轍 位 しJ そ の 1 つ 占鵬 鮮 の 小 黼 は 實 に 醜 m の 近躍 を

以 。 。 。 チ 。 ツ 巌 南伽 ッ
バ ・ 埼 ・棚 ・ ，

・ の 生 欄 蟷 鰰 ・ チ ・
ツ カ ・ の 深 ・

’關徽 想 は しめ

、 。 所蹤 來 北 千 鴕 欄 は 轢 上 重要 ・・鶸 贓 は 講 飜 植僻 を随 概 て 不 勉 蜘 ら紅

ゐ た 噸 ぎな か つ た 。 糊 嘸 脊欟 黼 顔 卩き は 混 蟲喊 部門 を附 て は 殆 ど知狆 て ゐ な か つ

『
と

言 つ て 、 い 位 で あ 、 ． 鵁 の 鞭 と 舶 緬 の 縢 鵬 長 に 魄 方 鰍 賭 の 手 か ら暗黜 帶 と し

磯 t て ゐ た の で あ ・。
・ の 輾 は 輜 版馳 鮪 鵜 灣 姓 伽 ・瀕 る よ 欄 べ 上 ｝ゲ らOt ゐ る の と

著 しい 對 照 を な す。 從 つ て 本 書 の 腰 は 本邦髄 吐   の 孅 に 對 す 碚 ・ の 潟望 を充 して StUあ る

も。 で 。 、 ． 肺 麟 鱒 嬾 簸 婁。 繝 題 ・ 暫 ・搬 北 鴒 ・ 生 黼 が 多 分 t・ a匕方縹 勲 舗

カ ム チ ャ
ツ カ と 共通分 子 が 多 い と い ふ 豫想 は ，各部門 の 研 究 報告に よ り事實と し て 示 され て ゐ る 。 吾 々

は轄 に よ つ て 北髄 以 南 t・c　＋a見 られ 搬 動伽 多 く嘱 蹴 知 る ・ と 醐 來 る ・ 本瀦 が 本妣 邊生 物

相 闡閉 に 重要 な 貢獻 をな し、．將來 の 研 究 の 礎 石 をな．す こ とは 疑 ひ を 容 れ な い o

轄 の 勵 、航 勲 學關係 の 繖 1騙 ，人鯉 考古鞦 殲 如 編 撒 鞴 臟 如 編湯 初 に

　　　　　　　 ，

楊 ． 嗣 献 の 北鴨 櫞 皺 行 He と を掲 げ識 後 に 肝 贓 係 の Nma ・IV 頁 を 附 t・ こ 破 鰄 は

＿ra的 の も の 髄 物 鋤 等 紛 け ・ あ ・ が 激 中軸 蹤 訟 表賜 れ ・ 北鴨 動物概 桝 融 獣

を鱒 門 家 が 夫礪 製 し た も の で 瀕 ・ 便 利 で あ ・ 。 本 ・it・384・fil　 1徽 の 徽 ・ 多數 の 照 の 他 に
・ 卷

頭 ，こ鴒 鵬 及 び 北 千 島 の 地颱 ・葉，北 千 島 膿 望 す る 螂 罐 鵜 眞2難 附 す・ 印脇 蠣 で あ る ・

唯惜 む ら くは 索引 を缺 く ・ とで ，こ れu ま本書の 瀾 上 頗 る 不 便 で あ るが ，本文 の 胃頭 購 樫 舳 り ・

本 勸 囃 誌 k・・tgた も 鋤 合耡 黽 ぎぬ もの 故 ， 蓋 しや む 蝟 な か つ た の で あ ら う ・ 徽 ， 濃艶 如
冖

ス 裝 ， 昭和 9年 2 月 ， 養 賢堂 發行 o 定 價 7圓 ・

時 報

（上　野　釜　三 ）

G．H ．　P 。。 。 。、， の 腿
一 H 、、r。・・d 大學 の 嫐 鞦 駐 任 の P・・K ・II は 1864年 の 生 れ で 7嗾 の 停

年 に 遶 す る を 以 て 夲年數職 を 辭す る こ と に な つ た 。

新
・

勵 物學 語 彙
・一

・ ン ド ・ 動 物 學 會 の 鯨 D ・．P ・C・ … BER ・MIT… L・・劉 下 記 の 驫 劃 （eee ）・

　拜 啓　最近 數年闘分類學者 に と 、1甚 だ 不 都合 に 感 ぜ られ 候 こ とは 動物學 上 使 用 され る屬名 を羯げた る

完 全 な る 語 彙 の な き事 に 御座候。
Z・・1・gle．　fti　R ・・  ・d　r硯 は れ た 鞭 も エ90工年 よ V　 1910年 閥 の もの を

集録 せ し W ・t・rh ・ use
・

… 1・ dex　Z 。・1・9℃u ・
”

の 最後 の 卷 以來未 だ纒 め ら る る に 至 ら ず候 。 又 P ・ussian

A 。。d，my ・f　S ・ie・・ce が 19塒 以 來發行 を企 て つ s あ る
’‘N 。… nclat ・r　A ・ imaliun）　Generum ・t　S・b− ，
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